＜論文要旨＞

国内楽器産業の技術の伝承と生産戦略
－フルート製造業を事例とした考察－
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　                                        大阪市立大学 客員研究員

【要旨】

国内の楽器市場は、少子化や個人の趣味の多様化の影響を受けて縮小を続けており、日本の楽器産業は厳しい環境におかれている。そのなかで、日本のフルートメーカーは欧米をはじめ世界的に高い評価を得ており、中小・零細企業であっても国際的な評価を得ている楽器ブランドも多く存在している。　
日本におけるフルート製造は90年以上の古い歴史を有し、既存メーカーからの独立によって多くのフルートメーカーが創業し、広く技術の伝承が行われてきた。また、量産化や効率化の動きのなかで製造工程や材料・部品の調達も変化し、従来の擦り合わせ型の生産スタイルから、水平分業によるモジュール化の動きも見られるようになった。
本研究では、フルート製造という西洋楽器の分野において日本企業が品質的に高い評価を受け、新興国企業が台頭する現在でもその地位を維持していることに着目し、技術の伝承と独立・起業の系譜、生産における戦略に焦点を当てて考察した。



＜


論文


要旨＞


 


 


�‘“àŠyŠíŽY‹Æ‚Ì‹Z�p‚Ì“`�³‚Æ�¶ŽY�í—ª


 


�|ƒtƒ‹�[ƒg�»‘¢‹Æ‚ðŽ–—á‚Æ‚µ‚½�lŽ@�|


 


 


�Ô�¼


 


—T“ñ


         


 


 


                                        


‘å�ãŽs—§‘åŠw


 


‹qˆõŒ¤‹†ˆõ


 


 


�y—vŽ|�z


 


 


�‘“à‚ÌŠyŠí


Žs�ê


‚Í�A�­Žq‰»‚âŒÂ�l‚ÌŽï–¡‚Ì‘½—l‰»‚Ì‰e‹¿‚ðŽó‚¯‚Ä


�k�¬‚ð‘±‚¯‚Ä‚¨


‚è


�A


“ú–{‚ÌŠyŠíŽY‹Æ‚Í


Œµ‚µ‚¢ŠÂ‹«‚É


‚¨‚©‚ê‚Ä‚¢‚é


�B‚»‚Ì‚È‚©‚Å�A


“ú–{‚Ìƒtƒ‹�[ƒgƒ�


�[ƒJ�[‚Í‰¢•Ä‚ð‚Í‚¶‚ß�¢ŠE“I‚É�‚‚¢•]‰¿‚ð“¾‚Ä‚¨‚è�A’†�¬�E—ë�×


Šé‹Æ


‚Å‚ ‚Á‚Ä‚à�‘


�Û“I


‚È


•]‰¿‚ð“¾‚Ä‚¢‚éŠyŠíƒuƒ‰ƒ“ƒh‚à


‘½‚­


‘¶�Ý‚µ‚Ä‚¢‚é�B


 


 


“ú–{‚É‚¨‚¯‚éƒtƒ‹�[ƒg�»‘¢‚Í


90


”NˆÈ�ã‚Ì


ŒÃ‚¢—ðŽj‚ð—L‚µ�A


Šù‘¶ƒ��[ƒJ�[‚©‚ç‚Ì


“Æ—§‚É‚æ‚Á‚Ä


‘½‚­‚Ìƒtƒ‹�[ƒgƒ��[ƒJ�[


‚ª


‘n‹Æ


‚µ


�A


�L‚­


‹Z�p‚Ì“`�³‚ª�s‚í‚ê‚Ä‚«‚½


�B


‚Ü‚½�A—ÊŽY‰»‚âŒø—¦‰»‚Ì“®‚«‚Ì‚È‚©‚Å�»‘¢�H’ö‚â�Þ—¿�E•”•i‚Ì’²’B‚à•Ï‰»‚µ�A


�]—ˆ


‚ÌŽC‚è�‡‚í‚¹Œ^‚Ì�¶ŽYƒXƒ^ƒCƒ‹‚©‚ç�A�…•½•ª‹Æ‚É‚æ‚éƒ‚ƒWƒ…�[ƒ‹‰»‚Ì“®‚«‚àŒ©‚ç‚ê


‚é‚æ‚¤‚É‚È‚Á‚½�B


 


–{Œ¤‹†‚Å‚Í�Aƒtƒ‹�[ƒg�»‘¢


‚Æ‚¢‚¤


�¼—mŠyŠí‚Ì•ª–ì‚É‚¨‚¢‚Ä“ú–{Šé‹Æ‚ª•iŽ¿“I‚É�‚


‚¢•]‰¿‚ðŽó‚¯�A�V‹»�‘Šé‹Æ‚ª‘ä“ª‚·‚éŒ»�Ý‚Å‚à‚»‚Ì’nˆÊ‚ðˆÛŽ�‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚É’…–Ú


‚µ�A‹Z�p‚Ì“`�³‚Æ“Æ—§�E‹N‹Æ‚ÌŒn•ˆ�A�¶ŽY‚É‚¨‚¯‚é�í—ª‚É�Å“_‚ð“–‚Ä‚Ä�lŽ@


‚µ‚½


�B


 


 


 




＜ 論文 要旨＞     国内楽器産業の技術の伝承と生産戦略   －フルート製造業を事例とした考察－     赤松   裕二                                                        大阪市立大学   客員研究員     【要旨】     国内の楽器 市場 は、少子化や個人の趣味の多様化の影響を受けて 縮小を続けてお り 、 日本の楽器産業は 厳しい環境に おかれている 。そのなかで、 日本のフルートメ ーカーは欧米をはじめ世界的に高い評価を得ており、中小・零細 企業 であっても国 際的 な 評価を得ている楽器ブランドも 多く 存在している。     日本におけるフルート製造は 90 年以上の 古い歴史を有し、 既存メーカーからの 独立によって 多くのフルートメーカー が 創業 し 、 広く 技術の伝承が行われてきた 。 また、量産化や効率化の動きのなかで製造工程や材料・部品の調達も変化し、 従来 の擦り合わせ型の生産スタイルから、水平分業によるモジュール化の動きも見られ るようになった。   本研究では、フルート製造 という 西洋楽器の分野において日本企業が品質的に高 い評価を受け、新興国企業が台頭する現在でもその地位を維持していることに着目 し、技術の伝承と独立・起業の系譜、生産における戦略に焦点を当てて考察 した 。      

